
















　京都大学オープンコースウェア (OpenCourseWare, 以後 OCW ) とは、京都大学がインターネット上に、無償で講義資料や講義映像を公開する、

オープンエデュケーションの一つである。京都大学 OCW では、実際に存在する大学の学部や研究科の講義の構造に対応したコンテンツのナビゲー

ションデザインを構築し、そのルートを辿って、ユーザーは講義映像や資料のコンテンツにたどり着く。これは、在学生や高等教育機関の研究者であ

れば、十分に分かりやすいものになっている。しかし、それ以外のユーザーには、知りたい情報、興味のある情報に、たどり着くための最適なデザイ

ンになっているか疑問が残る。また、在学生や高等教育機関の研究者であっても、ユーザー自身の知りたい情報が、他に複数の学問分野に存在してい

る場合、気が付きにくい構造になっている。本研究ではこのような疑問を契機とし、京都大学OCWの「分かりやすいデザイン」を新たに探った。

　京都大学OCWのサイトをデザイン的に構成する要素に分けて研究を進めた。京都大学OCWのサイトを構成する要素は、文字 (フォント )、画像、

映像が挙げられる。文字をレイアウトする事によりタイポグラフィが生まれ、それに写真画像や映像が加わり、全体のレイアウトデザインが生まれて

くる。同時にレイアウトは、ユーザーにとってインターフェースとなり、WEB サイト上では、それだけでもユーザーにナビゲーションを促す要素と

なる。

　インターネット上での文字情報の表現においては、現在「WEB フォント」というものが使用できる。これはユーザーがサイト閲覧の際に、サーバ

上に置かれているフォントデータを参照し表示させる事ができる技術で、これまでの HTML と CSS だけでは、詳細のフォント指定が不可能であっ

たが、この技術では、制作者が指定した特定のフォントを表示させることができる。その中でもユニバーサルデザインフォントの比較検討を中心にお

こない、京都大学OCWのサイトに適したフォントの考察をおこなった。

　次にレイアウト・ナビゲーション調査・実験では、まず紙面でのレイアウトがこれ迄にどのようにおこなわれ、それが歴史を重ねるごとに多くの人々

に流通し、変化してきたかを新聞のレイアウトを通して調査をおこなった。新聞は印刷の発明から輪転機が発明され多くの人が手に取ることができる

ようになった印刷物の一つである。このように、ある技術が開発されてから、その技術に対してもう一段階次の発明が加わり、一般の人々が使用でき

るようになった時、その媒体におけるレイアウトデザインには、どのような変化が起きたかを調査するため新聞のレイアウトを取り上げて調査をおこ

なった。その結果、日本語特有の縦組横組の混在、それぞれのコンテンツが入れ子構造にレイアウトされていることにより斜め読みが可能になり、コ

ンテンツ全体を俯瞰しながら、またそれぞれの詳細のコンテンツを読む事が可能になる事など様々な利点がある事が分かった。

　次に、現在インターネット上のコンテンツを視聴する事ができる様々なデバイス環境で、どのようなレイアウト・ナビゲーションデザインがおこな

われているか調査・実験をおこなった。WEBサイトを視聴するデバイスは主に、PC、タブレット PC、スマートフォンなどであり、それらは画面の

大きさの絶対値が決まっておらず、コンテンツはそれぞれのデバイスに合わせた可変性が求められている。そしてそれは現在レスポンシブルデザイン

で WEB サイトを作成する事で実現されている。レスポンシブルデザインで多く見られた方法は、各コンテンツをそれぞれできるだけ小さな単位で

構成し、それらを帯状またはタイル状でデザインしレイアウトする事によって、どのような大きさのデバイスでも、そのデバイスの大きさによって、帯、

タイルの大きさや量を可変させることにより達成されていた。

　ここまでの新聞のレイアウトつまり日本語のレイアウトの「歴史」からのデザインアプローチの調査と、デバイスの形状つまり情報が載る「媒体の形」

から逆算して作るデザインアプローチの調査をおこなった。次にこれらを組み合わせたレイアウト・ナビゲーションデザインを使って新しい京都大学

OCW トップページのプロトタイプデザインを制作した。このプロトタイプ制作ではフォント調査で取り上げた WEB フォントを活用し制作をおこ

なった。それが今回展示をおこなっている、京都大学OCW プロトタイプ WEBサイトである。

　このプロトタイプ制作では、講義コンテンツ俯瞰し斜め読みする事ができる点、さまざまなサイズのデバイスでの視聴などの点において、優れた役

割を担うことができる新たなレイアウト・ナビゲーションデザインが達成できたかと思う。

　京都大学 OCW のユーザーは多種多様であり、それに対応する必要がある。そして、表示されるデバイスの形状も年々変化を遂げていく、このよ

うな変化が多い状況で、全てに答えるデザイン一つを求めるよりも、インターフェースを多種多様に持ち、それぞれのニーズに応え続けていく方法が

良いのではないかと考えられる。またこのインターネット環境においては、一つのコンテンツに対して、多様なインターフェースを持つことが可能に

なったとも言えるのではないかと思う。
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読売新聞 1874 年 創刊号１面 読売新聞 1900 年 6月 1日朝刊 1面 読売新聞 1905 年 6月 1日朝刊 読売新聞 1910 年 6月 1日朝刊 1面 読売新聞 1937 年 1月１日朝刊１面

Concept
新聞レイアウトデザインの歴史 WEB におけるレスポンシブルデザインの特徴

利点
見出しや記事の面積による情報量の視覚化
縦書き横書きの混在による誘目性の向上
斜め読みを可能にする

利点
PC、タブレット PC、スマートフォンなど
様々な画面の大きさでも対応することができる。

　新聞のレイアウトは、起源として、隣り合う広告同士の誘目性の競い合いが本文記事の見出しやレイアウ
トに影響し、文字組の入れ子構造は、限られた紙面の中でいかに多くの記事を取り扱うかから生まれたレイ
アウトであると言える。新聞レイアウトの特徴的な見出しと入れ子構造による立体的なレイアウトは、四角
い紙面に対して、レイアウトされた印象的な場として、視覚的効果をより強く感じ、印象を残す効果がある
のではないかと考えられる。

　この制作においては、レスポンシブルデザインの良い点を用い、コンテンツをモジュール化し、その情報を羅列して表示する事により、画面の大きさが様々に違ったデバイス上でも、同
じ印象を与え、可読性に優れた表示を可能にする事ができた。これは全ての文字表記に WEB フォントを利用した事も大きな役割を果たしていると考えられる。そして、見出しや本文を、
帯状やタイル状に表記し羅列レイアウトすることによって起こる、各コンテンツの印象がなくなり誘目性が欠如する事を補う為に、新聞のレイアウトの良い点を用い、レイアウトの入れ子
構造や縦書き横書きの混在したレイアウトを取り入れたことより、解消する事ができたように考えられる。
　デバイスによって可変するという意味でのレスポンシブルデザインではないが、モジュールの集積をレイアウトしトップページを作った事により、常に全体を俯瞰しつつ、興味のあるコ
ンテンツへ直接アクセスする事が可能になっている。各コンテンツが横に隣り合って表示される事によって、斜め読みする事が可能になり、そこに直接的な関係性はないが、ユーザーの次
への興味を常に喚起する事できているのではないか考えられる。

　コンテンツを最小の単位、見出し文字やサムネイルなどだけで区切りモジュール化をおこない、それを四
角のウィンドウの中に、帯状またはタイル状に納め画面にレイアウトする事により、効率よく無駄なくレイ
アウトできる。そしてそれ自身が、ボタンもしくはリンクのトリガーとなり、ユーザーを本文のコンテンツ
に誘導する事ができる。できるだけその帯やタイルを小さくまとめる事により、より小さなデバイスでもで
きるだけ多くの事柄を載せる事が可能である。このレイアウト・ナビゲーションデザインであれば、あらゆ
るデバイスに対応する事ができる、レスポンシブルデザインとなっている。

【PCブラウザー表示】 【スマートフォン表示】

スマートフォン
タブレット PC

　新聞レイアウトという、紙面でのレイアウトの歴史からのデザインアプローチと、デバイスの形状つまり
情報が載る「媒体の形」から逆算して作るデザインアプローチ。ここではそれを組み合わせたレイアウト・
ナビゲーションデザインで京都大学 OCW プロトタイプ WEB サイトの制作をおこなった。

http://www.honda.co.jp/
Honda ホームページ：本田技研工業株式会社



How to use

http://ffjj.sakura.ne.jp/ocw4.html
京都大学 OCW プロトタイプ WEB サイトアドレス

※Google Chrome ブラウザー推奨

講義詳細へリンク

戻る

メニュー移動

スライド移動リンク
拡大

映像再生


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012
	013

